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田
口
弘
先
生
・
東
松
山
と
高
村
光
太
郎

大
正

年
（
１
９
２
２
）

松
山
町
に
出
生
。

11

旧
制
松
山
中
学
校
を
経
て
、
東
京
府
大
泉
師
範
学
校
卒
業
。
卒
論
は
「
高

村
光
太
郎
研
究
」
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
文
学
に
親
し
み
、
俳
人
・
柳
田
知

常
を
介
し
、
光
太
郎
を
知
る
（
昭
和

年
＝
１
９
４
３
）。

18

昭
和

年
（
１
９
４
４
）

南
西
方
面
艦
隊
司
令
部
付
海
軍
教
員
と
し

19

て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
着
任
。
出
征
前
に
光
太
郎
に
挨
拶
に
行
き
、
書

や
詩
集
『
記
録
』
を
貰
う
。

乗
っ
て
い
た
輸
送
艦
が
撃
沈
さ
れ
、
九
死
に
一
生
を
得
る
。
光
太
郎
の

書
な
ど
は
海
に
沈
む
。

昭
和

年
（
１
９
４
６
）

復
員
。
新
制
松
山
中
学
校
に
赴
任
。

21

昭
和

年
（
１
９
４
７
）

花
巻
郊
外
太
田
村
の
光
太
郎
を
訪
問
。

22

手
書
き
の
詩
集
『
ジ
ヤ
ワ
詩
抄
』
を
贈
る
。

昭
和

年
（
１
９
４
９
）

松
山
中
学
校
生
徒
の
高
野
晃
一
・
菊
池
方

24

利
・
馬
橋
旭
と
と
も
に
、
二
度
目
の
太
田
村
訪
問
。

光
太
郎
と
手
紙
の
や
り
と
り
。
食
料
、
日
用
品
な
ど
を
送
り
、
光
太
郎

か
ら
書
な
ど
を
贈
ら
れ
る
。

昭
和

年
頃

学
生
時
代
に
作
製
し
た
光
太
郎
に
関
す
る
ス
ク
ラ
ッ
プ

25

ブ
ッ
ク
を
、
草
野
心
平
に
貸
す
。
心
平
編
集
の
中
央
公
論
社
版
『
高
村

光
太
郎
選
集
』

全
六
巻
の
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
。

昭
和

年
（
１
９
５
６
）

光
太
郎
葬
儀
に
参
列
。
翌
年
か
ら
開
催
さ

31

れ
た
連
翹
忌
に

回
ほ
ど
参
加
。

30

田口弘先生草野心平 詩集『記録』昭和 24年 太田村光太郎からの封筒

光太郎から贈られた書

「ロマ書」の一節

『高村光太郎選集』
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「
正
直
親
切
」
碑

昭
和

年
（
１
９
８
３
）
、
東
松
山
市
立
新
宿
小
学
校

58

校
庭
に
建
立

も
と
も
と
は
、
昭
和

年
（
１
９
５
１
）
、
蟄
居
生
活

26

を
送
っ
て
い
た
太
田
村
の
山
小
屋
近
く
の
太
田
小
学
校

山
口
分
教
場
が
、
山
口
小
学
校
に
昇
格
し
た
際
、
校
訓

と
し
て
贈
っ
た
言
葉
。

書
も
山
口
小
学
校
に
贈
ら
れ
た
。
一
年
生
に
も
読
め
る

よ
う
に
と
、
左
か
ら
右
に
、
さ
ら
に
現
代
仮
名
遣
い
で

読
み
仮
名
も
書
か
れ
て
い
る
。

旧
山
口
小
学
校
跡
地
の

「
正
直
親
切
」
碑

平
成

年
頃
建
立

10

荒
川
区
立
第
一
日
暮
里
小

学
校
「
正
直
親
切
」
碑

昭
和

年
建
立

60

光
太
郎
が
山

口
小
学
校
に

贈
っ
た
書
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日
本
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ

歩
き
通
し
て
成
長
す
る
子
ど
も
た
ち

日
本
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー

チ
第

回
記
念
大
会

東
松
山
市
元
教
育
長
・
田
口
弘
さ
ん

30
彫
刻
家
で
詩
人
だ
っ
た
高
村
光
太
郎
が
昭
和

年
に
つ
く
っ

15

た
「
歩
く
う
た
」
と
い
う
歌
が
あ
る
。（
歌
詞
略
）

詩
人
で
東
松
山
市
の
教
育
長
を

年
か
ら

年
半
務
め
た
田

76

16

口
弘
さ
ん
（

）
は
、
「
日
本
歩
け
歩
け
協
会
（
日
本
ウ
オ
ー

85

キ
ン
グ
協
会
の
旧
名
）
の
『
歩
け
』
は
、
こ
の
詩
が
原
点
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
」
と
語
る
。

「
後
に
曲
が
つ
い
て
レ
コ
ー
ド
化
さ
れ
た
が
、
４
番
ま
で
あ
る
詞
に
は
、
軍
隊
的
な
言
葉
が
一
つ
も
出

て
こ
な
い
」

田
口
さ
ん
は
中
学
の
恩
師
が
光
太
郎
と
交
友
が
あ
っ
た
縁
で
、
光
太
郎
に
傾
倒
。
戦
前
の
高
村
宅
を

訪
れ
、
自
分
で
書
い
た
詩
を
見
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
「
先
生
は
歩
く
の
が
好
き
で
書
斎
に
こ
も

ら
ず
に
、
こ
ま
め
に
歩
き
回
っ
て
い
ま
し
た
。
素
朴
な
原
始
的
な
力
強
さ
を
感
じ
る
、
歩
け
で
も
師
で

す
」
（
後
略
）

（
平
成

年
＝
２
０
０
７

『
朝
日
新
聞
』）

19

昭
和

年
（
１
９
８
０
）
の
第
３
回
大
会
か
ら
、
田
口
先
生
の
奔
走
で
東
松
山
で
実
施
。
昨
年
は
第

回

55

40

記
念
大
会
。

歩
く
う
た

あ
る
け
。

あ
る
け
。

あ
る
け
。

あ
る
け
。

南
へ
、

北
へ
、

あ
る
け
。

あ
る
け
。

東
へ
、

西
へ
、

あ
る
け
。

あ
る
け
。

路
あ
る
道
も
、

あ
る
け
。

あ
る
け
。

路
な
き
道
も
。

あ
る
け
。

あ
る
け
。

あ
る
け
。

あ
る
け
。

あ
る
け
。

あ
る
け
。

目
ざ
す
は
、

か
な
た
、

あ
る
け
。

あ
る
け
。

け
ぶ
れ
る
、

ゆ
く
手
、

あ
る
け
。

あ
る
け
。

果
て
な
き
、

野
づ
ら
、

あ
る
け
。

あ
る
け
。

こ
ご
し
き

磐
根
、

あ
る
け
。

あ
る
け
。

あ
る
け
。

あ
る
け
。

あ
る
け
。

あ
る
け
。

身
を
や
く
、

日
照
り
、

あ
る
け
。

あ
る
け
。

塩
ふ
く
、

背
中
、

あ
る
け
。

あ
る
け
。

身
を
切
る
、

吹
雪
、

あ
る
け
。

あ
る
け
。

凍
て
つ
く
、

目
鼻
、

あ
る
け
。

あ
る
け
。

あ
る
け
。

あ
る
け
。

あ
る
け
。

あ
る
け
。

思
ひ
は
、

高
ら
か
、

あ
る
け
。

あ
る
け
。

大
地
の
、

き
は
み
、

あ
る
け
。

あ
る
け
。

海
さ
へ
、

空
さ
へ
、

あ
る
け
。

あ
る
け
。

吾
等
を
、

と
ど
め
ず
。

あ
る
け
。

あ
る
け
。
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高
坂
彫
刻
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

昭
和

年
（
１
９
８
６
）
か
ら
、
東
武
東
上
線
高
坂
駅
前
に
、
光
太
郎
や
田
口
氏
と
交
流
が
あ
っ
た
彫
刻

61

家
・
高
田
博
厚
（
明
治

年
＝
１
９
０
０
～
昭
和

年
＝
１
９
８
７
）
の
作
品

体
（
光
太
郎
像
を
含
む
）

33

62

32

が
設
置
。

高
田
博
厚
作
「
高
村
光
太
郎
」
（
昭
和

年
＝
１
９
５
９
）

34

全
国
の
同
型
像

高
田
博
厚
没
後

年
展

高
坂
図
書
館

30

平
成

年
（
２
０
１
７
）
６
・
７
月

29

高
田
博
厚
遺
品
東
松
山
市
に
寄
贈

平
成

年
（
２
０
１
７
）

月
発
表

29

12

没
後
の
御
遺
徳
に
よ
り
実
現

岩手県立花巻北高校

塩尻市古田晁記念館

豊科近代美術館

花巻高村光太郎記念館 森のｷﾞｬﾗﾘｰ福井市美術館
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高
村
光
太
郎
「
智
恵
子
抄
」
詩
句
書
展

昭
和

年
（
１
９
８
５
）
、
東
松
山
市
立
図
書
館

60

田
口
氏
所
蔵
の
光
太
郎
書
、
埼
玉
出
身
の
書
家
・
成
田
歴
景
氏
の
書
い
た
光
太
郎
詩
句
の
書
等
が
出
品

第

回
花
巻
高
村
祭

記
念
講
演
「
詩
と
離
れ
な
い
生
活
」

平
成
６
年
（
１
９
９
４
）

37
『
日
本
古
書
通
信
』
に
「
高
村
光
太
郎
と
出
会
っ
た
頃
」
執
筆

平
成

年
（
２
０
０
０
）

12

『
詩
文
集

高
村
光
太
郎
の
生
き
方
』
刊
行

平
成

年
（
２
０
０
９
）
、
自
費
出
版

21

光
太
郎
関
連
資
料
寄
贈

平
成

年
（
２
０
１
６
）

28

「
道
程
」
「
智
恵
子
抄
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
詩
人
で
彫
刻
家
の
高
村

光
太
郎
（
一
八
八
三
～
一
九
五
六
年
）
の
晩
年
に
交
流
が
あ
っ
た
東

松
山
市
の
元
教
育
長
田
口
弘
さ
ん
（

）
が
二
十
四
日
、
光
太
郎
か

94

ら
の
書
簡
や
書
な
ど
約
百
点
を
市
に
寄
贈
し
た
。
直
筆
の
書
簡
十
通

は
ど
れ
も
、
四
十
歳
近
く
年
下
の
田
口
さ
ん
に
細
か
い
気
遣
い
を
見

せ
る
誠
実
な
人
柄
を
し
の
ば
せ
る
。
田
口
さ
ん
は
「
高
村
さ
ん
に
関

心
を
持
つ
若
い
人
の
研
究
の
た
め
に
少
し
で
も
役
立
て
た
い
。
高
村

さ
ん
の
高
い
精
神
に
ぜ
ひ
触
れ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

（
『
朝
日
新
聞
』
）

「
智
恵
子
抄
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
詩
人
で
彫
刻
家
の
高
村
光

太
郎
（
１
８
８
３
～
１
９
５
６
年
）
と
親
交
が
あ
っ
た
元
東

松
山
市
教
育
長
で
同
市
在
住
の
詩
人
・
田
口
弘
さ
ん
（

）
94

が

日
、
高
村
の
書
や
交
流
書
簡
な
ど
を
同
市
に
寄
贈
し
た
。

24
寄
贈
品
は
同
市
立
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
、
８
月

～

日
に

10

28

一
般
公
開
さ
れ
る
。
森
田
光
一
市
長
は
「
東
松
山
出
身
の
梶

田
隆
章
先
生
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
に
続
き
、
市
の
宝

が
ま
た
一
つ
増
え
た
」
と
感
謝
し
た
。（
『
毎
日
新
聞
』
）

高
村
光
太
郎
資
料
展
～
田
口
弘
氏
寄
贈
資
料
に
よ
る
～

平
成

年
（
２
０
１
６
）
８
月

～

日

東
松
山
市
立
図
書
館

28

10

28

８
月

日
に
は
、
関
連
行
事
と
し
て
田
口
氏
講
演

21

ご
逝
去

平
成

年
２
月
９
日

合
掌

29

東
松
山
市
立
図
書
館

田
口
弘

文
庫

高
村
光
太
郎
資
料
コ
ー

ナ
ー
開
設

平
成

年
１
月

日

30

13
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詩
魂

し

こ

ん

光
太
郎

田
口
弘
先
生

「
彫
刻
の
本
性
は
立
体
感
に
あ
り
。

け
さ
八
十
歳

し
か
も
彫
刻
の
い
の
ち
は
詩
魂
に
あ

り
。
」

（
略
）
し
か
し
彫
刻
に
は

八
十
歳
の
け
さ
は
春
の
彼
岸
の
入
り

雲
な
く
風
な
し

も
つ
と
肝
腎
な
根
本
生
命
が
あ
る
。

白
木
蓮
の
円
錐
の
樹
形
の
花
群
れ
は

詩
の
魂
で
あ
る
。
立
体
感
を
重
ん
ず

純
白
の
光
の
い
の
ち
を
一
身
に
聚
め

る
余
り
、
一
に
も
二
に
も
其
事
ば
か

吹
上
の
溢
れ
る
ほ
ど
の
豊
満
な
花
輪
の
賜
り
も
の

り
で
彫
刻
を
律
し
て
ゐ
る
と
、
い
つ

そ
れ
に
応
え
る
お
ま
え
の
八
十
ま
で
は
何
だ
っ
た
の
か

の
間
に
か
彫
刻
の
生
命
が
無
機
的
な

何
で
お
ま
え
は
生
き
て
き
た
の
か

も
の
と
な
る
。
芸
術
の
総
勘
定
と
し

こ
の
日
頃
思
案
し
て
も
の
怖
じ
も
な
く
答
え
れ
ば

て
の
生
命
が
卻
つ
て
圧
し
つ
ぶ
さ
れ

ハ
イ

感
動
を
求
め
て
生
き
て
来
ま
し
た

と

て
し
ま
ふ
。
（
略
）
立
体
感
を
ま
で

そ
の
折
々
の
天
の
配
剤
を
い
た
だ
い
て

も
生
か
す
の
は
彫
刻
家
の
内
に
あ
る

幼
く
し
て
母
、
姉
と
一
時
に
死
別

父
、
兄
妹
と
離
れ
ば
な
れ

詩
の
魂
で
あ
る
。
此
所
に
詩
と
云
ふ

中
学
時
代
か
け
が
い
の
な
い
師

柳
田
知
常
先
生
に
私
淑

の
は
、
必
ず
し
も
文
学
的
の
謂
で
は

駒
込
林
町
の
高
村
光
太
郎
さ
ん
の
美
に
導
か
れ

な
い
。
所
謂
「
詩
的
」
な
と
い
ふ
事

ア
ラ
ラ
ギ
の
五
味
保
義
先
生
の
姿
勢
を
敬
慕
し

で
は
な
い
。
（
略
）
人
間
の
内
に
あ

戦
い
の
末
期

ル
ソ
ン
島
沖
を
泳
い
で
助
か
る

る
名
状
し
難
い
無
限
へ
の
傾
き
の
や

そ
の
折
失
っ
た
高
村
さ
ん
の
餞
別
の
書
「
美
し
き
も
の
満
つ
」
は

う
な
も
の
、
結
局
「
詩
」
と
で
も
言

岩
手
の
山
小
屋
で
再
び
書
い
て
頂
い
て

今
在
る

ふ
よ
り
外
言
ひ
様
の
無
い
、
あ
の
一

復
員
し
た
青
年
教
師
は
〈
創
造
美
育
〉
の
運
動
に
熱
中
し
た
り

つ
の
も
の
の
事
で
あ
る
。
此
が
あ
る

五
年
間

日
教
組
の
オ
ル
グ
で
ス
ト
ラ
イ
キ
に
人
の
重
さ
を
知
る

か
ら
こ
そ
、
そ
も
そ
も
彫
刻
も
は
じ

ま
た
全
国
教
育
研
究
集
会
の
「
美
術
」
の
司
会
を
担
当

ま
る
の
で
あ
る
。
此
の
根
本
無
く
し

推
さ
れ
て
埼
玉
教
職
員
組
合
の
委
員
長
を
し
た
り

て
何
の
立
体
感
ぞ
。
詩
の
魂
は
翼
を

自
分
の
能
力
の
適
正
を
危
ぶ
む
労
働
金
庫
の
専
務
ま
で

持
つ
。
（
「
彫
刻
十
個
條
」
大
正

そ
ん
な
有
為
転
変
も
い
ま
思
い
か
え
せ
ば

15

年
＝
１
９
２
６
）

み
ん
な
み
ん
な
神
さ
ま
の
深
い
お
図
ら
い
だ
っ
た
の
か

こ
の
一
人
の
運
命
の
曲
が
り
角
は
そ
う
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い

詩
精
神
と
は
事
物
の
中
心
に
直

き
わ
ど
く
し
か
も
無
理
の
な
い
選
択
だ
っ
た
の
か

入
す
る
精
神
で
あ
る
。
事
物
の
関
係

〝
風
は
お
の
が
好
む
と
こ
ろ
に
吹
く
〟
よ
う
に

を
極
限
の
単
位
に
追
ひ
つ
め
て
、
そ

終
わ
り
の
十
六
年

幸
せ
に
ふ
る
さ
と
の
教
育
長
に
迎
え
ら
れ

の
実
相
を
爬
羅
剔
抉
し
、
更
に
翻
つ

今
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
集
注
し
て
教
育
と
文
化
運
動
に
か
か
わ
る

て
新
を
生
む
精
神
で
あ
る
。
詩
精
神

た
ま
た
ま
そ
の
間

日
本
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
の
実
行
委
員
長

が
言
葉
に
純
粋
に
あ
ら
は
れ
れ
ば
詩

以
来
朝
の
〈

歩
け
〉

は
二
十
三
年
累
計
四
万
キ
ロ
で
地
球
一
周
に
も

と
な
り
、
造
型
に
形
を
と
れ
ば
美
術

ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
で
十
年
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
に
離
れ
が
た
く

一
般
と
な
り
、
音
波
に
乗
れ
ば
音
楽

兄
に
眼
を
開
か
れ
た
絵
は

と
な
る
。お
よ
そ
詩
精
神
を
欠
く
時
、
ル
オ
ー
の
「
キ
リ
ス
ト
」
に
辿
り
着
く

こ
れ
ら
諸
芸
術
は
碌
々
た
る
美
の
形

旬
日

フ
ィ
ン
の
息
子
か
ら
ス
タ
ミ
ッ
ツ
の
セ
ロ
の
Ｃ
Ｄ
届
く

骸
に
過
ぎ
な
い
。
（
「
詩
精
神
」
昭

も
う
す
ぐ
高
村
さ
ん
の
連
翹
忌
が
や
っ
て
く
る

和

年
＝
１
９
４
１
）

16詩
魂
…
…
物
事
の
本
質
を
十
分
に
見
極
め
、
さ
ら
に
端
的
に
表
現
す
る
精
神
。
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光
太
郎
か
ら
田
口
先
生
宛
の
書
簡

カ
ン
ポ
ン
…
…

今
日
は
此
辺
の
旧
正
月
元
旦
で
す
。
お
だ
や
か
な
い
い
日
和
に
な
り
さ
う
で
す
。
雪

「
集
落
」
を
表
す

が
美
し
く
光
つ
て
ゐ
ま
す
。

今
朝
は
去
年
八
月
廿
三
日
に
貴
下
か
ら
い
た
だ
い
た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
。

練
乳
の
罐
を
あ
け
、
あ
の
大
き
い
湯
呑
に
紅
茶
を
お
い
し
く
い
れ
て
の
み
ま
し
た
。

田
口
先
生
が
光
太

久
し
ぶ
り
の
味
で
す
。
そ
し
て
貴
下
を
遠
く
偲
び
ま
し
た
。

今
ど
う
し
て
居
ら
れ

郎
に
贈
っ
た
手
書

る
で
せ
う
。
「
ジ
ヤ
ワ
詩
抄
」
は
今
も
小
生
の
机
上
に
あ
り
ま
す
。

二
月
十
日

き
の
自
作
詩
集
『
ジ

山

口
部

落
に
て
、
（
昭
和

年
＝
１
９
４
７

２
月

日

岩
手
太
田
村
よ
り
）

ヤ
ワ
詩
抄
』
に
使

ヤ
マ
グ
チ
カ
ン
ポ
ン

22

10

わ
れ
て
い
る
。

御
恵
送
の
小
包
無
事
到
着
、
御
無
沙
汰
に
打
過
ぎ
て
ゐ
ま
し
た
の
に
忝
く
恐
縮
に
存

紫
蘇
巻
…
…

し

そ

じ
ま
し
た
、

松
山
名
物
と
い
ふ
紫
蘇
巻
は
昔
の
味
そ
の
ま
ま
に
て
祖
父
の
居
た
頃

か
つ
て
埼
玉
名
産

を
思
ひ
出
し
て
賞
味
い
た
し
て
居
り
ま
す
。
今
年
は
此
の
山
間
の
地
も
雪
少
く
寒
気

と
し
て
有
名

弱
く
、
め
づ
ら
し
い
あ
た
た
か
な
正
月
を
送
り
ま
し
た
。

越
冬
に
は
ら
く
で
す
が

祖
父
の
居
た
頃
…

少
々
気
味
わ
ろ
く
も
思
は
れ
ま
す
。
山
々
の
雪
の
稜
線
も
も
う
春
ら
し
い
色
を
し
て

光
太
郎
２
歳
の
時

き
ま
し
た
。
小
生
無
事
。
（
昭
和

年
＝
１
９
４
９

２
月
２
日

同
）

に
亡
く
な
っ
た
父

24

方
の
祖
母
・
す
ぎ

は
、
北
葛
飾
郡
下

高
野
村
（
現
・
杉

戸
町
）
の
寺
院
の

出
。
祖
父
・
兼
吉

は
光
太
郎

歳
ま

17

で
存
命
。

い
つ
ぞ
や
は
お
心
に
か
け
ら
れ
た
御
贈
物
を
い
た
だ
い
て
た
の
し
く
冬
籠
し
て
居
り

ロ
マ
書
…
…

ま
し
た
。
今
冬
は
此
の
山
の
中
で
も
割
に
あ
た
た
か
で
雪
も
少
く
、
小
春
日
和
の
や

『
新
約
聖
書
』
中

う
な
日
が
つ
づ
き
ま
し
た
が
最
近
に
な
つ
て
却
つ
て
寒
さ
が
加
は
り
猛
吹
雪
な
ど
も

の
一
書
で
、
使
徒

時
々
襲
つ
て
ま
ゐ
り
ま
す
。

二
三
日
前
御
恵
贈
の
罐
づ
め
の
一
つ
を
あ
け
ま
し
た

パ
ウ
ロ
の
手
に
よ

ら
練
乳
な
の
に
驚
き
ま
し
た
。
こ
の
前
に
も
い
た
だ
き
ま
し
た
が
か
か
る
乳
製
品
の

る
と
さ
れ
る
書
簡
。

貴
重
な
も
の
を
老
人
が
い
た
だ
く
の
は
世
の
嬰
児
達
に
相
済
ま
ぬ
気
が
い
た
し
ま
し

光
太
郎
は
こ
の
中

た
が
、
乳
類
は
小
生
性
来
の
愛
好
物
と
て
珍
重
此
上
な
く
、
紅
茶
に
入
れ
た
り
、
う

の
「
我
等
も
し
そ

す
め
て
朝
の
の
み
も
の
に
し
た
り
、
パ
ン
を
つ
く
つ
た
り
し
て
よ
ろ
こ
ん
で
居
り
ま

の
見
ぬ
と
こ
ろ
を

す
。
あ
つ
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
先
年
い
た
だ
い
た
大
湯
呑
も
健
在
に
て
、
こ
れ
に

望
ま
ば
忍
耐
を
も
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て
乳
を
い
た
だ
い
て
ゐ
ま
す
。
何
か
御
礼
を
と
思
ひ
ま
す
が
御
存
知
の
通
り
の
生
活

て
之
を
待
た
ん
」

と
て
ど
う
し
や
う
も
な
く
、
昨
日
の
土
曜
に
読
み
ま
し
た
ロ
マ
書
の
中
の
感
激
に
満

を
揮
毫
し
田
口
先

ち
た
章
句
の
中
か
ら
短
か
い
句
を
今
日
書
き
ま
し
た
の
で
、
甚
だ
ぶ
し
つ
け
な
が
ら

生
に
贈
っ
た
。
４

同
封
い
た
し
ま
す
。
い
ま
パ
ウ
ロ
の
事
を
ま
ざ
ま
ざ
と
お
も
ひ
、
考
へ
て
ま
こ
と
に

ペ
ー
ジ
図
版
参
照
。

つ
よ
い
反
省
に
心
が
裸
に
さ
れ
た
や
う
に
感
じ
て
居
り
ま
す
。

小
生
は
美
の
使
徒

と
し
て
生
き
て
居
り
ま
す
が
パ
ウ
ロ
に
向
ふ
と
甚
だ
ま
ぶ
し
く
て
殆
と
直
視
出
来
な

電
燈
が
つ
く
や
う

い
ほ
ど
に
感
じ
ま
す
。

ま
た
申
上
げ
る
事
と
存
じ
ま
す
が
今
は
御
贈
物
の
御
礼
だ

に
な
り
…
…

け
申
述
べ
ま
す
。

つ
い
一
週
間
ほ
ど
前
か
ら
此
の
小
屋
に
も
電
燈
が
つ
く
や
う
に

光
太
郎
の
山
小
屋

な
り
こ
の
手
が
み
も
そ
の
燈
火
で
書
い
て
居
り
ま
す
。

い
つ
も
御
健
康
で
御
清
福

は
三
年
半
、
電
線

の
や
う
に
と
祈
り
ま
す
。

三
月
六
日
夜

高
村
光
太
郎

田
口
弘
様

（
昭
和

が
引
か
れ
て
い
な

24

年
＝
１
９
４
９

３
月
６
日

同
）

か
っ
た
。

お
て
が
み
拝
見
し
て
小
生
の
書
い
た
も
の
が
、
赤
さ
ん
御
誕
生
の
翌
日
に
到
着
し
た

と
い
ふ
事
を
知
り
、
た
い
へ
ん
う
れ
し
く
仕
合
に
感
じ
ま
し
た
。
御
子
さ
ん
を
得
て

書
い
た
も
の
…
…

ど
ん
な
に
か
恵
み
を
感
じ
て
居
ら
れ
る
こ
と
か
、
は
る
か
に
想
像
し
て
お
祝
を
申
上

直
前
の
手
紙
に
出

げ
ま
す
。

同
封
の
詩
二
篇
は
立
派
な
も
の
で
す
。
新
鮮
で
ほ
ん
と
の
感
じ
に
満
ち

て
来
る
「
ロ
マ
書
」

て
ゐ
ま
す
。
（
昭
和

年
＝
１
９
４
９

３
月

日

同
）

の
一
節
の
揮
毫
。

24

18

昨
日
小
包
到
着
、
御
恵
贈
の
い
ろ
い
ろ
の
も
の
を
見
て
深
く
感
謝
い
た
し
ま
し
た
、

十
一
文
半
…
…

小
生
の
足
の
サ
イ
ズ
を
御
記
憶
あ
り
て
心
に
か
け
て
こ
の
短
靴
を
お
探
し
下
さ
つ

約

・
５
㌢
。

27

た
御
厚
情
に
心
を
う
た
れ
ま
し
た
。
使
用
中
の
も
の
は
既
に
破
れ
は
て
て
居
り
ま
し

そ
れ
で
も
光
太
郎

た
の
で
此
の
春
か
ら
早
速
役
に
立
ち
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
、

十
一

の
足
に
は
小
さ
か

文
半
と
い
ふ
大
き
さ
の
も
の
は
中
々
入
手
し
難
く
、
困
つ
て
ゐ
た
と
こ
ろ
で
し
た
、

っ
た
。
光
太
郎
は

定
め
し
高
価
の
も
の
と
存
じ
恐
縮
に
存
じ
ま
す
、

例
の
松
山
名
物
の
シ
ソ
ま
き
も
、
自
分
の
略
歴
に
足

練
乳
も
山
で
の
貴
重
品
に
て
忝
く
存
じ
ま
し
た
、

山
は
今
年
も
雪
ふ
か
く
、
寒
さ

の
大
き
さ
十
三
文

も
中
々
き
び
し
い
事
で
し
た
が
、
或
は
も
う
峠
を
越
し
た
か
と
存
ぜ
ら
れ
、
小
生
は

半
（

・
４
㌢
）

32



- 9 -

元
気
で
居
り
ま
す
、

略
儀
な
が
ら
と
り
あ
へ
ず
御
礼
申
述
べ
ま
し
た
、

二
月
十

と
記
し
て
い
た
。

四
日

高
村
光
太
郎

田
口
弘
様

貴
下
は
じ
め
皆
様
の
御
健
康
を
い
の
り
ま
す

（
積
雪
の
重
み
で
電
燈
は
断
線
、
小
さ
な
物
置
小
屋
は
つ
ぶ
れ
ま
し
た
、

雪
の
時

は
郵
便
物
の
出
し
入
れ
が
一
番
不
便
で
す
、
）

（
昭
和

年
＝
１
９
５
０

２
月

25

日

同
）

14※

こ
の
書
簡
の
み
、
画
像
な
し

お
て
が
み
と
雑
誌
「
風
土
」
と
い
た
だ
き
拝
見
し
ま
し
た
、

若
い
人
達
の
ひ
た
む

去
年
は
夏
に
一
寸

き
な
詩
心
を
感
じ
、
む
し
ろ
不
安
を
感
じ
る
ほ
ど
で
自
分
の
若
い
頃
を
お
も
ひ
だ
し

病
臥
…
…

ま
し
た
、
お
察
し
の
通
り
今
畑
が
い
そ
が
し
く
な
り
、
毎
日
雨
で
す
が
晴
間
を
見
て

前
年
夏
、
光
太
郎

は
や
つ
て
ゐ
ま
す
、

去
年
は
夏
に
一
寸
病
臥
し
ま
し
た
が
今
年
は
ど
う
や
ら
無
事

は
お
そ
ら
く
熱
中

ら
し
い
で
す
、（
い
た
だ
い
た
靴
を
毎
日
使
つ
て
ゐ
ま
す
）

（
昭
和

年
＝
１
９

症
と
見
ら
れ
る
症

25

５
０

６
月

日

同
）

状
で
４
回
昏
倒
し
、

14

村
人
に
看
病
さ
れ

た
。
元
々
光
太
郎

は
冬
の
寒
さ
を
好

み
、
夏
に
弱
い
体

質
だ
っ
た
。

小
包
忝
く
い
た
だ
き
ま
し
た
、

お
乳
、
ブ
ド
ー
酒
、
そ
れ
に
あ
の
美
味
な
紫
蘇
巻

肋
間
神
経
痛
…
…

一
折
、
感
謝
い
た
し
ま
す
、
丁
度
昨
日
は
小
生
の
誕
生
日
だ
つ
た
の
で
今
日
も
そ
の

実
際
に
は
、
昭
和

つ
づ
き
い
の
お
祝
い
の
や
う
な
気
が
し
ま
す
、
今
冬
は
寒
さ
の
為
か
、
小
生
肋
間
神

年
に
亡
く
な
っ

13

経
痛
と
い
ふ
も
の
に
引
つ
か
か
り
引
籠
つ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
大
分
よ
く
な
つ
て
き
ま

た
智
恵
子
と
同
根

し
た
、
春
暖
が
く
れ
ば
治
る
で
せ
う
、
御
礼
ま
で
と
り
あ
ゑ
ず
、
（
昭
和

年
３
月

の
肺
結
核
で
、
太

26

日

同
）

田
村
の
山
小
屋
で

14

も
た
び
た
び
血
を

吐
い
て
い
た
。
昭

和

年
（
１
９
５

31
６
）
、
直
接
の
死

因
も
肺
結
核
に
よ

る
呼
吸
不
全
。

「
選
集
」
…
…

今
度
の
出
版
に
あ
た
つ
て
ふ
る
い
切
抜
な
ど
を
か
し
て
下
さ
つ
た
事
を
中
央
公
論
社

草
野
心
平
の
編
集

か
ら
き
き
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
あ
り
が
た
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
別
封
で
「
選
集
」

で
、
中
央
公
論
社

第
一
回
の
分
を
献
呈
い
た
し
ま
し
た
。
御
笑
納
下
さ
ら
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。
（
昭

よ
り
全
六
巻
で
刊

和

年
９
月

日

同
）

行
さ
れ
た
『
高
村

26

28

光
太
郎
選
集
』
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デ
パ
ー
ト
…
…

当
時
、
花
巻
町
に

数
日
前
小
包
落
手
、

名
産
の
紫
蘇
ま
き
と
特
大
毛
糸
の
ク
ツ
下
を
ま
こ
と
に
あ
り

「
寿
デ
パ
ー
ト
」

が
た
く
存
じ
ま
し
た
。
ク
ツ
下
に
は
デ
パ
ー
ト
に
も
な
い
の
で
い
つ
も
不
自
由
す
る

と
い
う
小
さ
な
デ

の
で
、
大
助
か
り
で
す
。

今
年
は
十
一
月
に
大
雪
が
降
り
つ
づ
い
て
往
来
杜
絶
し

パ
ー
ト
が
あ
っ
た
。

ま
し
た
が
昨
今
あ
た
た
か
く
な
つ
て
雪
も
大
分
と
け
ま
し
た
。

草
野
君
が
此
間
来

温
泉
…
…

訪
、
一
緒
に
温
泉
に
ま
ゐ
り
ま
し
た
。
（
昭
和

年

月

日

同
）

湯
本
村
（
現
・
花

26

12

15

巻
市
）
台
温
泉
の

松
田
屋
旅
館
（
現

存
）。

仕
事
…
…

青
森
県
よ
り
依
頼

さ
れ
た
「
十
和
田

お
て
が
み
感
謝
、

先
日
は
小
包
い
た
だ
き
、
お
心
こ
も
つ
た
丈
夫
な
大
型
の
ク
ツ

湖
畔
の
裸
婦
群
像

下
に
大
喜
び
し
ま
し
た
。
早
速
只
今
使
用
い
た
し
居
り
、
毎
日
あ
た
た
か
く
や
つ
て

（
通
称
・
乙
女
の

ゐ
ま
す
。
又
山
へ
も
以
前
お
送
り
下
す
つ
た
し
そ
巻
も
頂
戴
、
今
日
で
は
ま
こ
と
に

像
）」
制
作
。

珍
ら
し
い
味
の
も
の
と
て
、
少
し
づ
つ
賞
味
、
い
づ
れ
も
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
、

仕
事
の
こ
と
に
没
頭
し
て
ゐ
る
た
め
、
つ
い
お
便
り
書
く
こ
と
さ
へ
の
び
の
び
と
な

栗
原
さ
ん
…
…

つ
て
ゐ
ま
し
た
、
仕
事
の
方
は
着
々
運
ん
で
居
り
ま
す
、
先
日
栗
原
さ
ん
か
ら
も
お

栗
原
克
丸
。
大
正

便
り
あ
り
ま
し
た
、
（
昭
和

年
１
月

日

中
野
ア
ト
リ
エ
よ
り
）

８
年
（
１
９
１
９
）

28

22

滑
川
町
出
身
。
旧

制
松
山
中
学
校
で

田
口
先
生
の
先
輩

だ
っ
た
。
県
立
小

川
高
校
他
に
勤
務
。

全
国
学
校
図
書
館

協
議
会
提
言
委
員

会
委
員
長
等
を
歴

任
。

中野ｱﾄﾘｴ（現存）


